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ろ
う
と
し
て
い
る
。
従
来
、
柳
田
個
人
の
思
想
、
理
論
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
「
ア
ジ
ア
認
識
」「
比
較
民
俗
学
」
の
問
題
を
、
日

本
民
俗
学
の
組
織
的
な
活
動
と
し
て
捉
え
な
お
す
姿
勢
は
重
要
で
あ
り
、
筆
者
も
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

本
章
は
、
以
上
の
先
行
研
究
を
念
頭
に
お
い
て
、
当
事
業
の
計
画
、
計
画
形
成
の
経
緯
、
及
び
実
施
の
具
体
的
な
経
過
を
明
ら
か
に

し
、
日
本
民
俗
学
に
と
っ
て
の
古
稀
記
念
会
の
意
味
を
理
論
と
組
織
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

１　

古
稀
記
念
会
の
計
画

１　

計
画
の
全
体
像

事
業
計
画
の
全
体
像
は
『
民
間
伝
承
』
九

−
四
（
一
九
四
三
年
八
月
）
に
お
い
て
大
文
字
見
開
き
二
枚
に
わ
た
っ
て
華
々
し
く
披
露

さ
れ
て
い
る
。

「
昭
和
十
八
年
九
月
」（

8
）付
の
「
柳
田
国
男
先
生
古
稀
記
念
会
趣
旨
」
で
は
「
日
本
民
俗
学
の
創
建
と
斯
学
後
進
の
指
導
と
に
半
生

の
情
熱
を
傾
倒
」
し
た
柳
田
国
男
の
学
恩
を
讃
え
、
記
念
事
業
の
趣
旨
を
「
も
と
よ
り
大
戦
下
単
な
る
賀
寿
の
挙
は
先
生
の
固
く
辞
ま

れ
る
所
で
、
我
等
も
亦
先
生
の
意
を
体
し
て
飽
く
迄
も
学
域
に
挺
身
奉
公
し
、
大
戦
の
必
勝
を
期
す
る
を
大
旨
」
と
し
て
い
る
。

趣
意
書
に
次
い
で
「
発
企
人
」
と
し
て
「
安
藤
正
次
、
石
黒
忠
篤
、
石
田
幹
之
助
、
伊
波
普
猷
、
梅
原
末
治
、
小
野
武
夫
、
折
口
信

夫
、
金
関
丈
夫
、
金
田
一
京
助
、
今
裕
、
渋
沢
敬
三
、
新
村
出
、
東
條
操
、
戸
田
貞
三
、
那
須
皓
、
西
田
直
二
郎
、
橋
浦
泰
雄
、
橋
本

進
吉
、
肥
後
和
男
、
藤
井
崇
治
、
和
辻
哲
郎
」
と
二
一
名
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
柳
田
の
関
わ
る
領
域
と
人
脈

の
広
さ
を
示
し
て
い
る
。

「
実
行
委
員
（
兼
編
纂
委
員
）」
は
折
口
信
夫
を
委
員
長
と
し
て
、
木
曜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
橋
浦
泰
雄
、
倉
田
一
郎
、
大
藤
時
彦
、

関
敬
吾
、
そ
し
て
小
田
倉
一
、
小
山
栄
三
、
今
和
次
郎
、
高
藤
武
馬
、
西
角
井
正
慶
、
平
山
敏
次
郎
、
宮
本
常
一
な
ど
十
二
名
の
名
前

が
見
ら
れ
る
。
会
計
事
務
に
は
橋
浦
、
そ
の
監
査
に
は
渋
沢
敬
三
・
折
口
信
夫
の
二
名
が
当
り
、
一
九
四
四
年
早
々
よ
り
実
行
に
移
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り
、
一
九
四
五
年
の
上
半
期
中
に
は
す
べ
て
完
了
す
る
と
の
予
定
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

記
念
事
業
は
大
き
く
四
つ
の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。

一
、
日
本
民
俗
学
地
方
大
会
の
開
催

行
政
上
の
新
設
地
区
た
る
九
地
方
協
議
会
地
区
を
単
位
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
。
該
地
区
内
の
民
間
伝
承
の
会
会
員
並
に
地
方
文

化
団
体
等
の
自
主
的
主
催
た
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
、
大
政
翼
賛
会
其
他
の
提
携
援
助
を
仰
ぐ
こ
と
。

大
会
開
催
に
伴
う
経
費
は
中
央
部
よ
り
派
遣
の
講
師
の
旅
費
は
中
央
部
の
負
担
と
す
る
も
、
其
他
の
経
費
は
一
切
開
催
す
る
地
元

の
負
担
と
す
る
こ
と
。

二
、
内
地
以
外
に
於
け
る
民
俗
学
大
会
の
開
催

京
城
、
台
北
、
新
京
、
北
京
、
張
家
口
等
に
於
け
る
学
会
と
提
携
連
絡
し
て
開
催
す
る
こ
と
。

一
、
二
項
の
講
師
は
中
央
及
び
地
方
よ
り
適
宜
選
択
す
る
も
、
中
央
に
於
て
は
予
め
講
師
隊
を
編
成
し
て
待
機
す
る
こ
と
。

三
、
記
念
論
文
集
の
刊
行

執
筆
依
頼
者
日
本
民
俗
学
内
約
七
十
名
、
学
外
約
百
名
の
予
定
に
て
、
Ｂ
六
倍
判
四
百
頁
前
後
の
も
の
の
五
、
六
冊
以
上
刊
行
の

見
込
（
一
人
原
稿
量
四
百
字
詰
五
十
枚
前
後
と
す
る
）
柳
田
先
生
の
年
譜
・
著
作
年
表
・
単
行
著
書
解
説
等
を
収
録
す
る
。

四
、
雑
誌
『
民
間
伝
承
』
の
特
輯
号
連
続
発
行

現
時
局
下
に
最
も
必
要
と
す
る
主
題
を
選
定
し
、
そ
れ
の
資
料
の
採
集
と
論
究
と
を
組
織
的
に
行
い
、
一
ヶ
年
間
毎
月
連
続
し
て

特
輯
号
を
発
行
す
る
。

国
内
の
民
俗
学
大
会
は
一
九
三
五
年
民
間
伝
承
の
会
が
創
立
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
民
俗
学
講
習
会
が
最
初
で
あ
り
、
柳
田
が
自
ら

臨
み
、
或
い
は
折
口
信
夫
や
木
曜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
の
地
方
講
演
会
も
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た（

9
）。
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共
同
主
題
を
持
つ
『
民
間
伝
承
』
特
集
号
の
発
行
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
計
画
の
中
で
、
組
織
的
な
関
与
と
い
う
意
味
で

は
、「
内
地
以
外
に
於
け
る
民
俗
学
大
会
の
開
催
」
が
最
も
特
徴
的
だ
と
言
え
る
。

し
か
し
、
同
号
で
民
間
伝
承
の
会
と
い
う
名
義
で
発
表
さ
れ
た
「
柳
田
国
男
先
生
古
稀
記
念
会
の
開
催
に
当
り
会
員
各
位
に
要
請

す
」
と
い
う
「
会
告
」
に
お
い
て
は
三
項
目
し
か
な
く
、
国
外
民
俗
学
大
会
に
当
た
る
内
容
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

従
来
、
柳
田
民
俗
学
の
体
制
と
し
て
調
査
と
研
究
の
分
離
、
即
ち
指
導
者
・
研
究
者
と
し
て
君
臨
す
る
柳
田
国
男
と
、
資
料
の
提
供

者
と
い
う
二
極
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
木
曜
会
は
明
ら
か
に
そ
の
他
の
会
員
と
同
じ
存
在
で
は
な
か
っ

た
。
こ
こ
に
、
①
柳
田
を
中
心
に
、
そ
し
て
②
彼
の
直
接
指
導
の
下
に
あ
る
木
曜
会
（
橋
浦
が
核
心
人
物
）
を
中
核
に
、
さ
ら
に
③
地

方
世
話
人
を
連
絡
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
④
各
地
の
民
俗
研
究
団
体
や
民
間
伝
承
の
会
の
支
部
を
傘
下
に
収
め
る
と
い
う
、
日
本
民
俗
学

の
組
織
的
特
徴
を
あ
ら
た
め
て
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

組
織
面
で
は
、『
民
間
伝
承
』
の
編
集
を
含
め
、
民
俗
学
講
習
会
や
講
座
な
ど
の
活
動
は
実
際
木
曜
会
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
東
京
に
在
住
し
て
お
り
、
木
曜
会
の
例
会
を
含
め
頻
繁
な
交
流
が
あ
っ
た
。『
民
間
伝
承
』
で
の
「
巻

頭
言
」「
会
告
」
や
「
編
集
後
記
」
に
見
る
働
き
か
け
は
、
そ
の
他
の
会
員
に
向
か
っ
て
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。「
会

告
」
に
国
外
民
俗
学
大
会
の
内
容
が
な
い
の
は
、
当
時
国
外
大
会
の
実
際
の
準
備
は
も
っ
ぱ
ら
木
曜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
、
実
際
に
は

橋
浦
泰
雄
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る（

10
）。

計
画
公
表
後
、
ま
ず
新
潟
の
地
方
民
俗
誌
『
高
志
路
』（
九

−

一
〇
、
一
九
四
三
年
十
月
）
で
そ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
『
民

俗
台
湾
』（
三

−
一
一
、
十
一
月
）
や
『
旅
と
伝
説
』（
一
六

−

一
二
、
十
二
月
）
な
ど
に
お
い
て
日
本
民
俗
学
の
大
事
業
と
し
て
報
じ
ら

れ
て
い
る
。

２　

計
画
の
経
緯

古
稀
記
念
会
に
つ
い
て
、
一
九
四
三
年
六
月
二
六
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で
の
準
備
、
進
行
状
況
を
記
し
た
資
料
と
し
て
、
計
画
の
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中
心
人
物
橋
浦
泰
雄
に
よ
る
「
柳
田
国
男
先
生
古
稀
記
念
会
覚
書
」（
以
下
「
古
稀
覚
書
」
と
記
す
。
図
17
）
が
残
さ
れ
て
い
る（

11
）。
当

資
料
及
び
そ
の
他
の
関
連
資
料
に
よ
っ
て
古
稀
記
念
会
計
画
の
決
定
、
準
備
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
四
四
年
に
柳
田
国
男
は
古
稀
を
迎
え
る
が
、
そ
の
記
念
活
動
に
つ
い
て
、「
ま
づ
木
曜
会
と
し
て
の
態
度
を
決
定
す
る
必
要
が

あ
」
る
と
し
て
、
一
九
四
三
年
六
月
二
六
日
、
橋
浦
泰
雄
、
大
藤
時
彦
、
倉
田
一
郎
、
関
敬
吾
、
及
び
当
時
ち
ょ
う
ど
上
京
し
て
い
た

鳥
取
の
地
方
世
話
人
蓮
仏
重
寿
に
よ
る
第
一
回
協
議
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
他
学
界
の
協
助
、
柳
田
の
諒
解
を
必
要
と
し
な
が
ら
、

記
念
事
業
と
し
て
①
「
日
本
民
俗
学
を
一
般
に
啓
蒙
宣
伝
す
る
為
め
、
且
又
民
間
伝
承
の
会
会
員
の
学
績
向
上
を
か
ね
て
」
東
京
で
日

本
民
俗
学
全
国
大
会
、
そ
し
て
可
能
で
あ
れ
ば
九
州
、
近
畿
、
東
北
で
地
方
大
会
の
開
催
、
②
日
本
民
俗
学
者
を
中
心
と
す
る
記
念
論

文
集
の
刊
行
（
人
選
と
し
て
一
一
〇
名
内
日
本
民
俗
学
四
六
名
）、
③
共
同
課
題
を
内
容
と
す
る
『
民
間
伝
承
』
記
念
特
集
号
の
発
行
な
ど

の
三
項
目
に
よ
る
案
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
民
間
伝
承
の
会
を
中
心
と
し
た
日
本
民
俗
学
の
大
事
業
を
企
画
す
る
際
、「
ま
づ
木
曜
会
と
し
て
の
態
度
」

を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
際
に
決
定
し
た
の
は
、
こ
の
場
合
橋
浦
、
大
藤
、
倉
田
、
関
の
四
人
で
あ
っ
た
。
古
稀
記

念
会
全
体
の
進
行
を
見
て
も
、
こ
の
四
人
は
当
時
木
曜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

七
月
十
五
日
、
橋
浦
、
大
藤
、
倉
田
（
関
欠
席
）
は
ま
ず
折
口
信

夫
を
訪
ね
、
記
念
活
動
へ
の
賛
同
を
得
た
上
で
、
柳
田
を
説
得
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
、
折
口
の
口
添
え
を
頼
ん
だ
。
そ
こ
で
折
口
に
よ

っ
て
地
方
大
会
は
三
ヶ
所
に
限
定
せ
ず
、
各
地
で
啓
蒙
の
講
演
会
を

催
し
、
中
央
か
ら
講
師
を
派
遣
す
る
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の

日
、
実
行
委
員
の
人
選
も
提
案
さ
れ
、
さ
ら
に
記
念
論
文
集
の
執
筆

予
定
者
と
し
て
二
五
人
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
北
京
の
エ
ー

デ
ル
、
周
作
人
と
銭
稲
孫
、
青
森
の
ビ
ン
ケ
ン
ス
タ
イ
ン
、
朝
鮮
の

図17　「柳田国男先生古稀記念会
　覚書」表紙
出典：「橋浦泰雄関係文書」所収、成城
　大学民俗学研究所蔵。
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秋
葉
隆
な
ど
の
外
国
人
や
国
外
在
住
者
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
段
階
で
計
画
は
ま
だ
柳
田
に
明
か
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

七
月
三
〇
日
、
橋
浦
、
大
藤
、
倉
田
、
関
の
四
人
は
初
め
て
柳
田
国
男
を
訪
ね
て
計
画
を
告
げ
、
お
祝
い
騒
ぎ
を
避
け
る
こ
と
、
事

業
の
先
頭
に
立
た
な
い
こ
と
を
条
件
に
柳
田
よ
り
快
諾
を
得
た
。
さ
ら
に
柳
田
に
よ
っ
て
時
局
柄
全
国
大
会
は
困
難
で
、
東
京
大
会
も

関
東
大
会
即
ち
地
方
大
会
の
一
つ
と
す
る
案
が
提
示
さ
れ
る
。
本
章
の
冒
頭
で
ふ
れ
た
『
民
間
伝
承
』
九

−

三
の
予
告
は
こ
の
時
点
で

の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

八
月
七
日
、
橋
浦
、
大
藤
、
倉
田
、
関
の
四
人
に
よ
る
「
実
行
委
員
会
準
備
小
委
員
会
」
が
開
か
れ
た
。
発
起
人
の
予
選
が
行
わ

れ（
12
）、
各
地
の
自
主
活
動
に
よ
る
こ
と
、
大
政
翼
賛
会
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
な
ど
が
議
決
さ
れ
た
。
民
俗
学
大
会
は
全
国
行
政
八

地
方
協
議
会
を
基
準
と
し
、「
以
上
の
外
に
出
来
得
れ
ば
新
京
に
於
て
も
開
催
の
事
」
が
決
め
ら
れ
た
。

八
月
二
二
日
、
橋
浦
は
前
日
に
開
か
れ
た
第
一
回
実
行
委
員
会
の
結
果
を
柳
田
に
報
告
す
る
。
柳
田
よ
り
「
新
京
へ
若
し
講
演
隊
か

け
る
こ
と
と
な
る
や
う
な
ら
ば
、
朝
鮮
、
北
京
、
台
湾
等
も
可
能
な
ら
む
か
」
と
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
国
外
各
地
と
の
交
渉
が
始

ま
る
。
そ
し
て
柳
田
の
提
案
で
、
実
行
委
員
に
小
山
栄
三
、
宮
本
常
一
、
発
起
人
に
那
須
皓
、
和
辻
哲
郎
、
橋
本
進
吉
が
加
え
ら
れ

た
。九

月
三
日
、
橋
浦
は
渋
沢
敬
三
宅
に
訪
ね
、
発
起
人
に
な
る
快
諾
を
得
た
。

九
月
十
二
日
の
第
二
一
四
回
木
曜
会
が
開
か
れ
、
橋
浦
、
大
藤
、
今
野
円
輔
、
和
歌
森
太
郎
、
今
井
武
志
、
遅
れ
て
堀
一
郎
が
参
加

し
た
が
、
そ
こ
で
橋
浦
は
改
め
て
事
業
の
計
画
を
報
告
し
た
。

大
体
発
起
人
を
十
六
名
、
そ
の
他
に
実
行
委
員
会
を
決
め
ま
し
た
。
来
年
の
一
月
早
々
か
ら
全
国
八
ヵ
所
で
地
方
の
民
俗
学
大

会
、
そ
の
他
に
新
京
、
北
京
、
台
北
、
お
よ
び
朝
鮮
で
大
会
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
折
口
先
生
ら

非
常
に
熱
心
に
な
っ
て
お
ら
れ
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先
頭
に
立
っ
て
や
ろ
う
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。
記
念
論
文



181　第5章　柳田国男先生古稀記念会─民俗学の再編成

集
は
四
六
倍
版
で
五
、
六
冊
に
な
る
予
定
で
す
。
も
し
計
画
ど
お
り
い
き
ま
す
れ
ば
、
日
本
の
学
界
未
曾
有
の
盛
事
だ
と
思
い
ま

す（
13
）。

そ
し
て
こ
の
場
で
『
民
間
伝
承
』
特
輯
号
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
柳
田
は
「
一
月
は
〝
氏
神
〟、
盆
は
〝
祖
霊
〟、
ど
っ
か
で
〝
葬

制
〟
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
始
め
は
景
気
の
い
い
方
が
い
い
か
ら
（
中
略
）
二
月
は
誕
生
（
後
略
）」
と
提
示
し
た
と
い
う
。

九
月
十
五
日
、
橋
浦
泰
雄
は
大
政
翼
賛
会
を
訪
問
し
、
厚
生
部
副
部
長
小
田
倉
一（

14
）か
ら
実
行
委
員
就
任
、
さ
ら
に
小
田
の
斡
旋

で
同
会
実
践
局
長
藤
井
崇
治
か
ら
発
起
人
と
な
る
承
諾
を
得
た
。
メ
モ
で
は
二
人
と
も
会
を
代
表
せ
ず
個
人
名
義
の
参
加
と
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
の
ち
に
各
地
民
俗
学
大
会
は
「
大
政
翼
賛
会
其
他
の
提
携
援
助
を
仰
ぐ
」
と
趣
意
書
で
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。

九
月
二
一
日
東
京
神
田
学
士
館
に
お
い
て
第
一
回
発
起
人
会
が
催
さ
れ
、
発
起
人
、
実
行
委
員
と
し
て
折
口
、
渋
沢
を
は
じ
め
二
二

人
が
出
席
し
た
。
折
口
よ
り
「
外
国
と
の
共
同
民
俗
学
大
会
に
は
、
む
ろ
ん
こ
ち
ら
か
ら
の
講
師
の
み
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
無
く
、

相
方
よ
り
選
出
の
つ
も
り
な
り
」
と
提
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
那
須
皓
は
「
北
京
に
て
の
大
会
は
周
作
人
氏
に
連
絡
す
る
こ
と
最
も
有
効

な
り
。
実
は
先
達
て
同
氏
に
会
談
せ
し
節
、
柳
田
先
生
招
待
の
こ
と
を
語
り
し
に
大
い
に
賛
成
な
り
し
故
、
同
氏
よ
り
当
局
に
話
あ
れ

ば
可
能
な
り
」
と
提
言
し
た（

15
）。
梅
原
末
治
は
そ
れ
を
受
け
て
、
近
く
北
京
に
い
く
際
周
と
会
い
、
そ
の
他
新
京
、
京
城
へ
も
立
ち

寄
り
連
絡
を
取
っ
て
く
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
会
場
で
折
口
の
添
削
で
記
念
会
の
趣
旨
書
が
完
成
し
、
記
念
会
計
画
の
す
べ
て
の
内
容
が
議
決
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
緻
密

な
準
備
の
も
と
で
、
計
画
の
全
体
像
は
『
民
間
伝
承
』
九

−

四
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

３　
「
内
地
以
外
に
於
け
る
民
俗
学
大
会
」
の
背
景

以
上
の
経
緯
を
み
れ
ば
、
古
稀
記
念
会
計
画
の
中
で
は
、
最
初
か
ら
内
地
以
外
で
民
俗
学
大
会
を
開
催
す
る
発
想
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
。
ま
ず
東
京
で
の
全
国
大
会
と
三
ヶ
所
（
九
州
・
近
畿
・
東
北
）
で
の
地
方
大
会
が
提
案
さ
れ
、
そ
し
て
地
方
大
会
の
開
催
地
を
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増
や
す
と
い
う
折
口
の
意
見
、
東
京
大
会
も
地
方
大
会
と
し
て
催
す
と
い
う
柳
田
の
指
示
を
受
け
、
全
国
八
地
方
協
議
会
を
単
位
に
開

催
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
段
階
で
、
木
曜
会
中
心
メ
ン
バ
ー
の
提
案
に
よ
っ
て
初
め
て
新
京
が
民
俗
学
大
会
の
候
補
地
と
し

て
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
柳
田
の
意
見
で
開
催
予
定
地
が
朝
鮮
、
北
京
、
台
湾
へ
と
拡
大
さ
れ
、
最
後
に
張
家
口
が
加
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
地
域
が
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
か
、
或
い
は
こ
れ
ら
地
域
に
お
け
る
大
会
の
担
い
手
は
ど
の
よ
う

に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。

■
新
京
─
大
間
知
篤
三
、
守
随
一

『
満
洲
民
族
学
会
会
報
』
の
創
刊
は
一
九
四
三
年
五
月
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
か
ら
大
間
知
篤
三
を
媒
介
に
満
洲
民
族
学
会
と
民
間

伝
承
の
会
と
の
間
に
個
人
レ
ベ
ル
の
連
携
は
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。『
民
間
伝
承
』
九

−

一
に
三
月
か
ら
四
月
の
間
の
入
会
者
と
し
て

満
洲
か
ら
満
洲
帝
国
協
和
会
と
個
人
十
一
名
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
満
洲
民
族
学
会
会
員
名
簿（

16
）と
照
合
し
た
結
果
、
村
岡

重
夫
、
金
沢
覚
太
郎
、
山
根
順
太
郎
、
大
山
彦
一
、
千
葉
幸
雄
、
神
尾
弌
春
、
須
知
善
一
の
七
名
が
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
満
洲
民

族
学
会
新
京
会
員
の
中
で
帝
国
協
和
会
か
ら
の
会
員
が
大
学
関
係
者
や
行
政
機
関
に
次
い
で
多
い
こ
と
、
新
京
以
外
の
地
域
で
多
く
の

会
員
が
所
属
す
る
興
農
合
作
社
が
帝
国
協
和
会
と
深
い
関
係
を
有
す
る
こ
と（

17
）を
考
え
れ
ば
、
団
体
会
員
で
あ
る
満
洲
帝
国
協
和
会

も
、
満
洲
民
族
学
会
と
の
関
係
で
民
間
伝
承
の
会
に
入
会
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
時
点
で
、
満
洲
で
の
民
間
伝
承
の
会
会
員
数
は

す
で
に
二
〇
名
を
超
え
、
一
九
四
三
年
二
月
付
の
「
小
規
」（

18
）で
決
め
ら
れ
た
地
方
支
部
の
設
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

木
曜
会
の
成
立
当
時
、『
民
間
伝
承
』
の
編
集
な
ど
に
尽
力
し
た
守
随
一
、
そ
し
て
理
論
的
に
も
活
動
的
に
も
優
れ
た
能
力
の
持
ち

主
で
あ
る
大
間
知
篤
三
、
こ
の
二
人
の
存
在
は
、
木
曜
会
の
中
で
満
洲
の
重
さ
を
増
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
大
間
知
の
積
極
的
な

活
動
の
も
と
で
、
満
洲
で
は
多
く
の
民
間
伝
承
の
会
会
員
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
橋
浦
ら
木
曜
会
中
心
メ
ン
バ
ー
が
地

方
民
俗
学
大
会
を
構
想
す
る
と
き
、
内
地
以
外
の
開
催
候
補
地
と
し
て
、「
満
洲
国
」
の
首
都
で
あ
る
新
京
が
最
初
に
上
っ
た
大
き
な
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理
由
で
あ
る
。

■
北
京
─
直
江
広
治

直
江
広
治
は
北
京
に
赴
い
た
一
九
四
一
年
七
月
以
来
、
多
く
の
書
簡
や
通
信
を
寄
せ
、
北
京
で
の
状
況
、
と
く
に
民
俗
学
を
中
心
と

す
る
学
界
の
動
き
を
報
じ
続
け
て
い
る
。
一
九
四
三
年
一
月
ま
で
『
民
間
伝
承
』
に
通
信
を
四
通
、
柳
田
や
橋
浦
に
書
簡
を
少
な
く
と

も
四
通
寄
せ
て
お
り
、
平
均
二
ヶ
月
前
後
に
一
通
と
い
う
頻
度
で
あ
っ
た
。
古
稀
記
念
会
の
計
画
が
議
論
さ
れ
始
め
た
一
九
四
三
年
六

月
二
九
日
に
も
手
紙
で
近
状
を
報
告
し
て
い
る
。

当
地
同
好
者
の
研
究
会
も
、
次
第
に
盛
ん
に
な
り
、
何
か
発
表
機
関
を
持
ち
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
が
、
雑
誌
の
発
行
は
困
難

な
事
情
の
下
に
あ
る
の
で
、
東
京
の
東
峯
書
房
か
ら
叢
書
の
形
で
、
支
那
の
民
俗
紹
介
を
致
し
た
い
と
計
画
を
進
め
て
居
り
ま

す
。

エ
ー
デ
ル
師
監
修
の
民
俗
学
誌
第
二
巻
も
目
下
印
刷
中
で
す
が
、
出
来
上
り
ま
し
た
ら
お
送
り
致
し
ま
す
。

そ
し
て
『
民
間
伝
承
』
九

−
五
（
一
九
四
三
年
十
月
）
の
「
音
信
一
束
」
で
は
、
直
江
は
九
月
か
ら
輔
仁
大
学
で
中
国
語
に
よ
る
日

本
民
俗
学
の
講
義
が
始
ま
る
こ
と
と
、
学
内
雑
誌
『
輔
仁
生
活
』
に
『
昔
話
採
集
手
帖
』
を
翻
訳
し
て
載
せ
る
計
画
を
伝
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
積
極
的
な
研
究
会
活
動
、
そ
し
て
日
本
民
俗
学
普
及
の
努
力
が
、
華
北
地
方
の
中
心
地
・
北
京
が
海
外
大
会
の
有
力
候
補

地
と
見
な
さ
れ
た
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

■
台
北
─
金
関
丈
夫
と
『
民
俗
台
湾
』

台
湾
の
民
俗
学
活
動
に
対
す
る
日
本
民
俗
学
の
注
目
は
『
民
俗
台
湾
』
創
刊
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
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一
九
四
一
年
三
月
の
『
民
間
伝
承
』
で
は
橋
浦
泰
雄
に
よ
る
黄
氏
鳳
姿
『
七
爺
八
爺
』
の
新
刊
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
ま
だ
公
学
校
の
六
年
生
で
、
本
年
十
四
歳
に
な
つ
た
ば
か
り
の
少
女
で
あ
る
が
（
中
略
）
出
生
地
で
あ
る
艋
舳
の
民
俗
を

極
め
て
す
ん
な
り
と
採
録
し
た
も
の
で
作
為
的
な
修
飾
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
殊
に
自
国
人
で
な
く
て
は
味
読
す
る
事
の
出
来

難
い
感
情
感
覚
が
溢
れ
出
て
ゐ
て
、
我
が
日
本
民
俗
学
の
基
本
と
し
て
掲
げ
て
居
る
一
国
民
俗
学
の
方
法
の
将
に
適
正
で
あ
る
事

が
此
の
一
少
女
に
よ
つ
て
す
ら
も
立
証
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
民
俗
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
も
、
我
国
と
の

連
関
上
興
味
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

黄
氏
鳳
姿
は
小
学
校
時
代
か
ら
、
担
任
先
生
で
あ
る
池
田
敏
雄
の
指
導
を
受
け
、
艋
舳
で
伝
わ
っ
た
民
間
説
話
を
子
供
の
純
粋
さ
を

も
っ
て
記
録
し
続
け
た
台
湾
少
女
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
橋
浦
は
彼
女
を
「
一
国
民
俗
学
」
の
可
能
性
を
証
明
し
た
者
と
し
て
、
最
大
の

賛
辞
を
送
っ
て
い
る
。

日
本
民
俗
学
大
会
の
台
湾
で
担
い
手
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
こ
の
後
、
ま
も
な
く
登
場
し
た
金
関
丈
夫
（
台
北
帝
国
大
学
医
学
部

解
剖
学
教
室
教
授
）、
池
田
敏
雄
（
総
督
府
情
報
部
）
を
中
心
と
し
た
半
学
術
的
な
月
刊
誌
『
民
俗
台
湾
』
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

　
『
民
俗
台
湾
』
は
一
九
四
一
年
七
月
に
創
刊
し
、
一
九
四
五
年
一
月
ま
で
計
四
三
号
を
発
行
さ
れ
、
毎
号
、
民
俗
資
料
の
採
集
記
録
、

民
俗
研
究
の
論
文
・
随
筆
、
質
疑
問
答
、
文
献
紹
介
、
書
評
な
ど
か
ら
な
り
、
分
野
は
民
俗
に
限
定
せ
ず
、
民
族
、
考
古
、
地
理
、
歴

史
、
自
然
な
ど
広
く
わ
た
っ
て
い
る
。
雑
誌
は
主
と
し
て
「
本
島
人
」
つ
ま
り
日
本
の
植
民
地
に
な
る
前
に
福
建
、
広
東
か
ら
渡
っ
て

き
て
台
湾
人
口
の
多
数
を
占
め
る
漢
族
の
民
俗
事
象
を
対
象
と
し
て
い
る
。
日
本
人
執
筆
者
は
台
北
帝
大
な
ど
の
学
者
を
は
じ
め
版
画

家
、
写
真
家
、
詩
人
な
ど
が
お
り
、
当
時
日
本
が
推
し
進
め
て
い
た
皇
民
化
運
動
に
よ
っ
て
消
滅
し
つ
つ
あ
っ
た
台
湾
の
民
俗
を
書
き

残
そ
う
と
い
う
意
図
が
強
か
っ
た
。

　
『
民
俗
台
湾
』
の
執
筆
者
に
は
台
湾
人
は
約
三
分
の
一
を
占
め
、
特
に
知
識
人
や
若
者
か
ら
の
寄
稿
が
多
か
っ
た
。
当
時
内
地
以
外
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に
お
い
て
『
民
俗
台
湾
』
の
存
在
は
こ
の
分
野
に
関
心
あ
る
各
地
の
知
識
人
の
憧
れ
の
的
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ（

19
）。

主
宰
者
金
関
は
台
湾
を
超
え
る
「
東
亜
民
俗
学
」
の
積
極
的
な
提
唱
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
民
俗
台
湾
』
二

−

七
（
一
九
四
二
年
七

月
）
で
は
柳
田
国
男
の
『
方
言
覚
書
』
の
書
評
で
「
阿
也
都
古
」
を
例
に
、
単
な
る
民
間
の
風
習
で
は
な
く
、
宮
廷
の
儀
式
を
見
る
と
、

「
や
は
り
支
那
大
陸
の
風
習
と
関
聯
が
あ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
、「
柳
田
先
生
の
一
国
民
俗
学
の
立
場
は
筆
者
も
ま
た
充

分
に
尊
重
し
、
理
解
し
て
ゐ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
他
に
、
東
亜
民
俗
学
と
云
ふ
や
う
な
も
の
の
立
場
を
固
め
る
必
要
が
あ

り
は
し
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
の
必
要
は
現
下
の
時
局
か
ら
し
て
益
々
痛
感
さ
れ
、
筆
者
の
如
き
単
純
な
者
に
は
、
そ
の
機
運
さ
へ
到
来

し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
台
湾
に
将
来
興
る
べ
き
民
俗
学
が
、
こ
の
部
門
に
貢
献
し
得
な
い
と
は
考
へ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
「
東
亜
民
俗
学
」
の
必
要
を
説
き
、
台
湾
の
民
俗
学
が
そ
の
一
部
と
し
て
発
展
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。下

っ
て
『
民
俗
台
湾
』
二

−

一
〇
（
一
九
四
二
年
十
月
）
で
彼
は
「
Ｔ
・
Ｋ
」
の
署
名
で
以
下
の
編
輯
後
記
を
記
し
て
い
る
。

大
東
亜
省
設
立
の
報
道
に
接
し
て
「
東
亜
は
一
つ
だ
」
と
云
ふ
わ
れ
わ
れ
の
信
念
が
、
益
々
ゆ
る
ぎ
な
き
も
の
に
な
つ
た
気
が
す

る
。
今
更
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
台
湾
の
民
俗
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
単
に
台
湾
の
み
に
終
始
す
る
問
題
で
は
な
い
。
台
湾
の
民
俗

を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
大
東
亜
民（
マ
マ
）

族
学
の
完
遂
に
一
役
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
大
東

亜
の
盟
主
た
る
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
台
湾
民
俗
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
支
那
民
俗
、
南
洋
民
俗
、
印
度
、
濠
州
の
民
俗
、
あ
ら
ゆ
る

共
栄
圏
内
の
民
俗
を
闡
明
す
べ
き
必
要
と
義
務
と
に
直
面
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
四
八
頁
）。

一
方
『
民
俗
台
湾
』
は
『
民
間
伝
承
』
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
し
、
柳
田
も
ま
た
台
湾
の
民
俗
学
の
動
向
に
目
を
つ
け
て
い
た
。
一
九

四
三
年
春
、
金
関
は
柳
田
か
ら
前
年
末
に
出
版
さ
れ
た
『
小
さ
き
者
の
声
』
と
『
日
本
の
祭
』
が
贈
ら
れ
、
そ
の
礼
状
で
「
御
著
書
は

御
出
版
の
毎
に
缺
か
さ
ず
購
読
致
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
此
度
賜
り
ま
し
た
御
著
は
い
づ
れ
も
重
複
所
持
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
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い
づ
れ
最
も
有
効
に
活
用
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
、
返
礼
と
し
て
自
分
の
近
著
『
胡
人
の
匂
ひ
』（
東
都
書
籍
株
式
会
社
台

北
支
店
、
一
九
四
三
年
三
月
）
を
贈
呈
し
た（

20
）。
植
民
地
台
湾
の
行
政
・
学
術
中
心
で
あ
る
台
北
が
内
地
以
外
の
民
俗
学
大
会
の
開
催

地
と
し
て
計
画
に
現
れ
た
の
は
、
柳
田
の
行
動
で
こ
れ
ま
で
付
合
い
が
な
か
っ
た
金
関
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い

る
。■

京
城
─『
朝
鮮
民
俗
』

一
九
三
二
年
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
に
よ
る
「
朝
鮮
民
俗
学
会
」
が
組
織
さ
れ
、
一
九
三
三
年
一
月
宋
錫
夏
を
発
行
者
と
し
て
機
関
誌

『
朝
鮮
民
俗
』
が
創
刊
さ
れ
、
一
九
三
四
年
五
月
に
第
二
号
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
活
発
な
活
動
を
見
せ
な
か
っ
た
。
一
九
四
〇

年
十
月
に
「
今
村
鞆
翁
古
稀
記
念
号
」
と
し
て
よ
う
や
く
第
三
号
が
発
行
さ
れ
、
当
時
の
会
員
は
赤
松
智
城
、
秋
葉
隆
、
村
山
智
順
、

任
晢
宰
、
孫
晋
泰
な
ど
が
い
た
。
柳
田
の
「
学
問
と
民
族
結
合
」
と
い
う
寄
稿
は
、
お
そ
ら
く
発
行
者
の
任
に
あ
っ
た
秋
葉
の
求
め
に

応
じ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
柳
田
は
「
朝
鮮
半
島
に
も
今
ま
で
の
調
査
の
周
到
な
る
記
録
を
留
め
、
そ
の
要
領
を
一
目
で
見
渡
し
て
、
後
々
人
が
無
益
な

重
複
の
為
に
、
時
と
精
力
と
を
徒
費
す
る
こ
と
の
無
い
や
う
に
、
さ
う
し
て
又
外
部
の
誰
に
で
も
簡
単
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
や
う

に
、
計
画
せ
ら
れ
て
は
ど
う
か
と
思
ひ
ま
す
」（

21
）と
勧
め
て
お
り
、
日
本
民
俗
語
彙
集
の
作
成
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。

一
九
四
〇
年
時
点
で
は
、
ま
だ
慎
重
で
あ
っ
た
論
調
は
、
国
外
民
俗
大
会
が
決
ま
っ
た
後
、
一
九
四
三
年
九
月
の
『
文
芸
春
秋
』
座

談
会
（
柳
田
国
男
、
浅
野
晃
、
橋
浦
泰
雄
「
民
間
伝
承
に
つ
い
て
」（

22
））
に
な
る
と
、
朝
鮮
の
民
俗
に
つ
い
て
の
系
統
的
な
整
理
よ
り
、
そ

の
他
の
地
域
に
も
す
ぐ
応
用
で
き
る
よ
う
な
、
民
俗
事
象
の
内
実
を
は
っ
き
り
伝
え
ら
れ
る
表
現
法
の
模
索
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
実
践
へ
の
展
望
や
期
待
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
朝
鮮
民
俗
学
会
と
の
提
携
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
古
稀
記
念
会
事
業
の
初
期
か
ら
、
柳
田
国
男

と
橋
浦
泰
雄
の
間
に
は
、
朝
鮮
で
の
大
会
開
催
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
違
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
前
記
『
民
俗
台
湾
』
座
談
会
か
ら
垣
間
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見
る
こ
と
が
で
き
る
。

座
談
会
で
柳
田
は
『
民
俗
台
湾
』
と
並
ん
で
「
朝
鮮
も
同
じ
こ
と
で
『
朝
鮮
民
俗
』
と
い
う
雑
誌
が
あ
つ
た
し
、
蒙
疆
に
も
お
そ
ら

く
遠
か
ら
ず
出
来
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
し
、
満
洲
に
も
出
来
か
か
つ
て
お
り
ま
す
し
、
北
京
に
も
日
本
字
で
書
い
た
も
の
が
出
る
だ
ろ

う
」
と
、
各
地
の
民
俗
雑
誌
の
刊
行
状
況
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
た
地
名
は
古
稀
記
念
会
の
国
外
大
会
の
予
定
地
と
一

致
し
て
い
る
。

別
の
所
で
柳
田
は
「
ち
よ
う
ど
来
年
は
橋
浦
君
な
ど
が
発
頭
人
で
各
地
で
大
会
を
や
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
つ
た
ん
で
す
。
少

く
も
京
城
と
台
湾
と
新
京
、
う
ま
く
行
け
ば
北
京
位
迄
は
此
方
か
ら
二
三
人
行
か
れ
る
よ
う
に
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
橋
浦
は
大
会
に
つ
い
て
「
可
能
の
問
題
な
り
共
通
の
問
題
を
予
め
選
定
し
て
、
そ
の
結
果
を
例
え
ば
満

洲
、
北
京
、
台
湾
と
い
つ
た
所
で
、
お
互
に
発
表
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
大
変
有
効
で
愉
快
だ
と
思
い
ま
す
」
と
提
言
し
て
い
る
。

実
際
、
こ
の
発
言
を
受
け
て
、「
国
際
共
同
研
究
課
題
」
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
橋
浦

は
朝
鮮
に
関
し
て
ふ
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
柳
田
は
終
始
朝
鮮
を
先
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
橋
浦

の
発
言
は
単
な
る
言
い
忘
れ
で
は
な
く
、
あ
げ
ら
れ
た
地
域
と
そ
の
順
番
を
含
め
、
独
自
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

国
外
大
会
最
初
の
予
定
地
は
満
洲
で
あ
り
、
守
随
、
大
間
知
の
存
在
が
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
年
齢
や
木
曜
会

で
の
威
信
な
ど
に
お
い
て
や
や
劣
る
が
、
北
京
で
活
躍
を
見
せ
て
い
る
直
江
広
治
で
あ
る
。
次
に
民
間
伝
承
の
会
の
会
員
で
も
あ
り
、

『
民
俗
台
湾
』
を
よ
く
寄
贈
し
、
柳
田
と
の
間
に
直
接
の
連
絡
の
あ
る
金
関
丈
夫
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
各
地
の
民
俗
学
団
体
の
主
幹
と

柳
田
や
民
間
伝
承
の
会
と
の
直
接
の
関
連
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
橋
浦
に
よ
る
「
古
稀
覚
書
」
の
中
で
、
連

絡
が
取
れ
た
と
明
確
に
記
述
し
て
い
る
の
も
満
洲
、
北
京
、
台
湾
の
三
ヶ
所
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
図
ら
ず
も
当
時
の
日
本
の
民
俗

学
と
中
国
と
の
関
わ
り
の
大
き
さ
が
鮮
明
に
浮
か
ん
で
き
た
。
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■
張
家
口
─
石
田
英
一
郎
・
岡
部
理

二
つ
の
座
談
会
で
の
議
論
を
見
る
限
り
、
当
時
蒙
古
自
治
邦
政
府
（
一
九
四
一
年
八
月
以
降
）
の
所
在
地
張
家
口
で
の
大
会
開
催
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
柳
田
も
橋
浦
も
積
極
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

張
家
口
が
候
補
地
と
な
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
っ
た
。
九
月
十
二
日
木
曜
会
時
点
で
は
ま
だ
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
降
、
二

一
日
以
前
の
間
で
追
加
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
追
加
さ
れ
た
理
由
と
し
て
ま
ず
石
田
英
一
郎
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

歴
史
が
短
い
も
の
の
、
今
西
錦
司
、
石
田
英
一
郎
、
梅
棹
忠
夫
、
中
尾
佐
助
、
藤
枝
晃
な
ど
戦
後
学
界
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
研
究
者
が
多
数
在
籍
し
た
「
ま
ぼ
ろ
し
の
研
究
所
」
で
あ
る（

23
）蒙
古
善
隣
協
会
西
北
研
究
所
が
張
家
口
に
正
式
に
設
立
さ
れ

る
に
は
、
翌
年
の
一
月
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
九
四
三
年
八
月
二
〇
日
に
、
石
田
の
蒙
疆
赴
任
が
既
に
内
定
し
て
い
た

（
24
）。
下
っ
て
一
九
四
四
年
十
月
、
直
江
は
張
家
口
で
の
開
催
可
能
に
つ
い
て
石
田
と
連
絡
し
て
い
る
こ
と
を
橋
浦
に
報
告
し
て
い
る

（
25
）。
し
か
し
、
青
年
時
代
の
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
連
に
よ
り
、
石
田
は
張
家
口
で
も
監
視
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た（

26
）の
で
、
組

織
的
な
活
動
を
展
開
で
き
る
環
境
に
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
が
岡
部
理
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
新
京
民
俗
学
同
好
会
の
中
心
組
織
者
で
あ
っ
た
岡
部
理
は
一
九
四
三
年

七
月
当
時
、
既
に
蒙
古
自
治
邦
政
府
総
務
庁
計
画
課
長
と
い
う
職
に
就
い
て
い
た（

27
）。
大
間
知
篤
三
は
一
九
四
三
年
七
月
四
日
付
橋

浦
宛
の
書
簡
で
、
岡
部
は
民
俗
学
の
造
詣
が
深
く
、
柳
田
の
熱
心
な
る
崇
拝
者
で
も
あ
り
、
も
っ
と
も
活
動
的
な
民
俗
学
を
す
る
人
物

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
民
間
伝
承
の
会
会
員
と
し
て
推
薦
す
る
と
と
も
に
、
最
初
か
ら
世
話
人
と
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る（

28
）。

そ
れ
を
受
け
て
、
古
稀
記
念
会
の
計
画
を
載
せ
た
『
民
間
伝
承
』
九

−

四
に
お
い
て
は
、
七
月
以
降
の
入
会
者
と
し
て
「
岡
部
理
」

の
名
前
が
見
え
、
蒙
古
か
ら
最
初
で
最
後
の
入
会
者
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
一
九
四
五
年
一
月
会
規
改
定
し
た
時
、
岡
部
は
、
大
間

知
、
直
江
、
金
関
と
並
ん
で
民
間
伝
承
の
会
の
評
議
員
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
蒙
古
で
の
岡
部
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
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■
太
田
陸
郎
へ
の
思
い

興
味
深
い
の
は
、
柳
田
が
太
田
陸
郎
の
遺
著
『
支
那
習
俗
』
へ
の
序
文
を
執
筆
し
た
の
は
一
九
四
三
年
九
月
で
あ
っ
た
。
古
稀
記
念

会
の
計
画
が
既
に
固
ま
り
、
国
外
民
俗
学
大
会
は
実
行
に
向
か
っ
て
着
々
準
備
さ
れ
て
い
た
。

「
此
書
が
日
本
の
民
俗
学
の
学
徒
に
よ
つ
て
専
心
に
書
き
綴
ら
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
、
太
田
の
遺
著
を
高
く
評
価
し
、
日
本
民
俗

学
と
の
関
係
で
位
置
づ
け
る
と
き
、
柳
田
は
こ
れ
か
ら
台
湾
、
満
洲
、
北
京
、
蒙
古
な
ど
の
地
に
展
開
さ
れ
て
い
く
「
比
較
民
俗
学
」

を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
こ
れ
か
ら
内
地
以
外
の
地
域
に
展
開
さ
れ
る
「
比
較
民
俗
学
」
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
太
田
の
遺
著
を
日
本
民
俗
学
と
の
関
係
で
高
く
評
価
し
て
や
ま
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

序
文
の
最
後
で
は
、
柳
田
は
か
つ
て
太
田
が
武
漢
か
ら
送
っ
て
き
た
ケ
ン
ボ
ナ
シ
の
種
が
自
分
の
庭
に
大
き
く
成
長
し
て
い
る
と
述

べ
、
こ
う
結
ん
で
い
る
。

遺
児
が
成
長
し
て
父
の
跡
を
歩
む
日
が
来
た
な
ら
ば
、
必
ず
一
た
び
は
こ
の
小
園
に
訪
れ
来
り
、
東
亜
空
前
の
大
戦
役
の
さ
な
か

に
、
心
あ
つ
て
中
国
の
土
か
ら
移
し
て
来
た
も
の
が
、
ど
れ
だ
け
大
き
な
立
派
な
も
の
に
な
つ
て
居
る
か
を
見
る
こ
と
で
あ
ら

う
。
そ
の
児
も
こ
の
小
さ
な
著
述
も
、
共
に
太
田
君
の
予
期
し
た
如
く
、
末
遠
い
人
間
文
化
の
進
路
に
於
て
、
木
高
き
一
つ
の
目

標
と
な
ら
ん
こ
と
を
、
私
は
切
に
望
ん
で
居
る
。

こ
こ
の
「
東
亜
空
前
の
大
戦
役
の
さ
な
か
に
、
心
あ
つ
て
中
国
の
土
か
ら
移
し
て
来
た
も
の
」
は
決
し
て
ケ
ン
ボ
ナ
シ
の
種
だ
け
を

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
末
遠
い
人
間
文
化
の
進
路
に
於
て
、
木
高
き
一
つ
の
目
標
と
な
ら
ん
こ
と
」
も
、
ま
た
太
田
の
遺
著
に

だ
け
寄
し
た
希
望
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
太
田
に
よ
っ
て
先
駆
的
に
試
み
ら
れ
た
内
地
以
外
の
地
域
に
対
す
る
民
俗
学
的
研
究

に
は
、
日
本
民
俗
学
が
組
織
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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４　

講
演
会
か
ら
「
国
際
共
同
研
究
」
の
場
へ

計
画
が
公
表
さ
れ
た
当
時
、
内
地
以
外
の
民
俗
学
大
会
の
内
容
は
国
内
の
各
地
大
会
と
同
じ
く
、
現
地
で
啓
蒙
的
な
民
俗
学
講
演
会

を
催
し
、
東
京
の
中
央
部
か
ら
講
師
隊
を
組
織
し
、
出
張
し
て
講
演
を
行
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
一
月
付
の
『
民
間
伝
承
』
は
九

−

九
で
あ
る
は
ず
の
号
数
を
一
〇

−

一
に
改
め
、
氏
神
特
集
号
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
古

稀
記
念
会
は
正
式
に
実
施
段
階
に
入
っ
た
。

巻
頭
言
「
柳
田
先
生
古
稀
記
念
会
の
出
発
に
あ
た
り
会
員
各
位
に
檄
す
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
日
本
民
俗
学
の
時
代
的
意
味
を
説

い
て
い
る
。

由
来
日
本
民
俗
学
は
日
本
文
化
の
本
質
を
究
め
、
諸
他
の
文
化
諸
科
学
の
正
常
な
る
日
本
的
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、
大
き
な

任
務
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
探
求
の
途
次
に
於
て
当
然
集
積
せ
ら
る
る
我
が
祖
先
等
の
豊
富
な
る
生
活
経
験
は
、
又
直
ち

に
以
て
今
日
の
我
々
の
生
活
を
利
す
る
も
の
が
至
つ
て
多
大
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
こ
れ
が
探
求
は
大
戦
下
の
今
日
に
於
て
も
極

め
て
緊
要
で
あ
り
ま
す
が
、
殊
に
大
東
亜
圏
の
益
々
拡
大
す
る
向
後
に
於
て
は
、
層
一
層
緊
要
の
度
を
増
す
こ
と
明
白
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
た
だ
に
自
国
文
化
の
利
害
の
問
題
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
国
文
化
の
確
把
な
く
し
て
、
他
国
文
化
の
指
導
は
期
し

得
べ
く
も
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
章
は
「
親
愛
な
る
全
国
二
千
余
の
同
学
諸
兄
姉
」
を
対
象
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
大
東
亜
圏
の
拡
大
を
意
識
し
て
い
な

が
ら
、
あ
く
ま
で
自
国
文
化
の
把
握
を
強
調
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
対
外
的
提
携
の
主
張
は
同
号
に
掲
載
さ
れ
る
「
国
際
共
同
研
究
課

題
の
提
案
」
に
譲
っ
て
い
る
。

当
記
念
会
で
は
、
か
ね
て
内
地
外
の
諸
民
俗
学
会
と
、
提
携
連
絡
の
為
め
の
民
俗
学
大
会
を
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
居
り
ま
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す
が
、
大
戦
の
進
行
と
共
に
大
東
亜
圏
内
の
諸
民
族
が
、
今
後
一
層
緊
密
な
協
同
団
結
を
か
た
め
て
行
く
こ
と
の
必
要
を
痛
感
す

る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
は
是
非
共
相
互
の
民
族
性
を
熟
知
し
、
互
に
齟
齬
を
来
た
さ
ぬ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
故
、
ま
づ
そ
の

調
査
研
究
の
第
一
着
手
と
し
て
左
記
の
三
項
目
を
選
び
、
こ
れ
を
共
同
の
研
究
課
題
と
し
、
そ
の
成
果
を
大
会
に
於
て
発
表
交
換

す
る
こ
と
を
、
国
外
諸
学
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

「
大
東
亜
圏
内
の
諸
民
族
」
の
「
協
同
団
結
」
に
寄
与
す
べ
く
、「
内
地
外
の
諸
民
俗
学
会
」
と
の
提
携
が
唱
え
ら
れ
て
お
り
、
国
外

大
会
は
そ
の
た
め
の
「
調
査
研
究
の
第
一
着
手
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
国
外
民
俗
学
大
会
は
、
も
は

や
各
地
地
方
大
会
の
よ
う
に
啓
蒙
的
な
講
習
や
個
々
の
主
題
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
は
な
く
、「
共
同
の
研
究
課
題
」
に
つ
い
て
「
調

査
研
究
」
の
「
成
果
」
を
「
発
表
交
換
」
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

「
提
案
」
は
こ
れ
以
降
も
一
〇

−

二
、
一
〇

−
四
、
一
〇

−

五
、
一
〇

−

六
に
登
場
し
、
当
時
の
日
本
民
俗
学
会
の
ま
ま
な
ら
ぬ
意

欲
を
示
し
て
い
る
。

共
同
課
題
を
提
示
し
、
全
国
各
地
の
会
員
か
ら
報
告
を
求
め
る
の
が
、
柳
田
国
男
の
研
究
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
該
当
内
容

の
事
実
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
集
め
る
能
率
的
な
資
料
収
集
法
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
地
方
に
い
る
研
究
者
、
愛
好
者
の
関
心
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
、
選
定
さ
れ
た
大
き
な
テ
ー
マ
に
集
中
さ
せ
る
研
究
指
導
法
で
も
あ
る
。

共
同
課
題
に
よ
る
『
民
間
伝
承
』
特
集
号
の
発
行
は
古
稀
記
念
会
の
最
初
か
ら
の
事
業
内
容
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
柳
田
は
七
月
三
〇

日
初
め
て
計
画
を
知
り
条
件
付
で
承
諾
し
た
と
き
、「『
民
間
伝
承
』
の
特
輯
（
連
続
）
は
や
り
方
に
よ
つ
て
は
或
は
好
成
績
を
収
め
得

べ
く
よ
い
案
を
得
ら
れ
た
し
」
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
た
。
さ
ら
に
九
月
十
二
日
の
木
曜
会
で
は
、
六
月
二
六
日
時
点
で
「
数
号
に
亘

り
」
発
行
す
る
と
漠
然
に
考
え
ら
れ
て
い
た
特
集
号
は
、
柳
田
に
よ
っ
て
十
二
ヶ
月
の
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、
一
年
間
連
続
発
行
と
い

う
形
と
な
っ
た
。

特
集
号
の
発
行
は
一
九
四
四
年
一
月
か
ら
で
あ
っ
た
（
表
25
参
照
）
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
『
民
間
伝
承
』
九

−

五
（
一
九
四
三
年
十
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月
）、
一
〇

−

一
（
一
九
四
四
年
一
月
）

と
一
〇

−

二
（
一
九
四
四
年
二
月
）

の
三
回
に
分
け
て
テ
ー
マ
の
趣
旨
が

具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
寄
稿
に
つ
い
て
は
三
千
字
以
内
、

「
名
詞
其
他
資
料
と
な
る
言
葉
は
す

べ
て
村
で
の
発
音
通
り
に
記
載
さ
れ

た
し
」
と
規
定
し
て
お
り
、
民
俗
語

彙
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
「
現
時
局
下

に
最
も
必
要
と
す
る
主
題
」
で
あ
る

と
い
う
。
そ
の
意
味
は
、『
民
間
伝

承
』
九

−

五
の
説
明
に
よ
る
と
、
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

是
等
の
諸
問
題
は
、
現
下
世
界

の
諸
民
族
、
特
に
東
亜
の
諸
民

族
に
対
し
、
指
導
の
地
位
に
立

つ
我
日
本
民
族
の
、
民
族
精

神
・
理
念
、
を
具
体
的
に
明
徴

表25　柳田国男先生古稀記念会『民間伝承』特集号一覧

出典：『民間伝承』各号より作成。

予定月 主題 締切 細　　　　目 発表号数

１月
　
２月
　
　
３月
　
　
４月
　
　
５月
６月
　
７月
　
８月
　
９月
　
　
10月
　
11月
12月

氏神
　

誕生
　
　

生死観
　
　

錬成と遊技
　
　

生産方式
家

　
社交と協力

　
祖霊

　
家庭教育

　
　

お祭
　

予覚と前兆
婚姻

11月20日
　

12月20日
　
　

1月20日
　
　

3月10日
　
　

3月30日
4月20日

　
5月20日

　
6月20日

　
7月20日

　
　

8月20日
　

9月20日
10月20日

10－1
　
10－2
　
　
10－3
　
　
10－4
　
　
10－5
10－6
　
10－7・8
　
10－7・8
　
11－1
　
　
  なし
　
  なし
11－3再調
査で特集

1神名・社号　2神地・祀所　3祀る人　4祭日
5宮詣り　6由来
1妊娠の認知　2ハラオビ　3ウブヤ　4ウブガ
ミ　5ウブメシ　6ウブギ　7乳合せ　8初外出
9氏子入り
1生死の予測　2魂の行衛　3神として祀るか　
4再生の問題　5仮死状態から蘇生した者の話　
6生と死の忌
1錬成の目的　2錬成の方法　3錬成の種類　4
一人前の標準　5成年式　6晴の遊技　7穢の遊
技
1篤農の家風　2労力移動　3開墾　4休日
1同族　2相続　3家の祭　4家族　5分家・隠
居　6家長権
1結合の相異（同村内に於ける同一血族と姻戚
と一般村民）　2新移住者　3滞在者　4旅人
1盆の準備　2祖霊の迎送　3新精霊　4盆棚　5
盆小屋　6盆と神々　7盆と家族
1躾の眼目　2躾と年齢　3躾と性　4躾と身分
5躾の機会　6躾の分担　7躾の種類　8躾の場
所　9躾と口承
1祭日　2神迎　3神役　4頭屋　5宮座　6神幸
式　7参籠　8神饌　9芸能
1吉兆　2凶兆　3顕示　4預言者　5一般予覚
1婚約　2聟入り　3中宿　4入家式　5親取り  
6 村人の承認　7若者宿　8通婚区域　9聟いぢ
め　10杓子渡し　11離婚　12女の日
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し
確
把
す
る
に
不
可
分
の
問
題
で
あ
つ
て
、
将
に
今
後
我
が
民
族
に
よ
つ
て
創
建
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
世
界
の
新
指
標
と
し
て
の

哲
学
・
科
学
の
如
き
も
、
実
に
か
か
る
基
礎
的
な
探
求
な
く
し
て
は
、
砂
上
の
楼
閣
を
描
く
に
等
し
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

日
本
人
ら
し
さ
、
日
本
人
の
美
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
一
九
三
〇
年
代
以
来
、「
一
国
民
俗
学
」
の
目
標
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
は
、「
世
界
の
諸
民
族
、
特
に
東
亜
の
諸
民
族
に
対
し
、
指
導
の
地
位
に
立
つ
我
日
本
民
族
の
民
族
精
神
・
理

念
を
具
体
的
に
明
徴
し
確
把
す
る
」
こ
と
に
論
理
が
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
満
洲
に
い
る
大
間
知
も
そ
う
で
あ
る
が
、
日
本
の
民
俗

学
は
こ
の
「
指
導
の
地
位
」
に
対
し
て
な
ん
ら
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
。
国
外
民
俗
学
大
会
の
地
域
は
ま
さ
に
こ
の
「
東
亜
の
諸
民

族
」
を
意
識
し
て
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
民
族
と
の
「
緊
密
な
協
同
団
結
」
に
寄
与
す
る
た
め
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
の
が

「
国
際
共
同
研
究
課
題
」
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
テ
ー
マ
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一　

異
境
人
に
対
す
る
款
（
歓
）
待

一　

款
（
歓
）
待
の
有
無　

外
来
者
を
款
（
歓
）
待
す
る
か
。
外
来
者
を
尊
敬
し
た
り
、
恐
れ
た
り
、
蔑
視
し
た
り
す
る
か
。

二�　

款
（
歓
）
待
の
方
法　

外
来
者
を
如
何
に
接
待
す
る
か
。
入
村
、
送
別
の
場
合
の
挨
拶
作
法
。（
接
待
者
、
食
物
、
贈
物
な
ど

特
定
の
も
の
が
あ
る
か
）

三�　

外
来
者
と
禁
忌　

外
来
者
を
拒
否
す
る
場
合
が
あ
る
か
。
外
来
者
に
対
す
る
禁
忌
が
あ
る
か
。
外
来
者
在
村
中
の
行
動
に
対

す
る
禁
制
が
あ
る
か
。

四　

警
戒
報
知　

外
来
者
入
村
の
場
合
に
於
け
る
報
知
及
び
警
戒
の
方
法
。

五　

外
来
者
の
種
類　

外
来
者
の
身
分
、
職
業
、
性
別
な
ど
に
よ
っ
て
以
上
の
各
項
は
異
な
る
か
。
異
人
種
の
場
合
は
如
何
。

二　

祖
先
に
対
す
る
考
へ
方

一　

霊
魂　

死
後
魂
は
何
処
へ
行
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。
霊
魂
の
他
界
に
於
け
る
生
活
。
魂
と
神
と
は
異
な
る
か
。
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二　

先
祖
祭　

祖
霊
を
祀
る
か
。
い
つ
誰
が
祀
る
か
。
祀
る
人
の
な
い
霊
に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

三�　

霊
と
の
交
通　

祖
霊
と
子
孫
と
の
交
通
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
。
祖
霊
が
人
界
を
訪
ね
る
日
が
あ
る
か
。
そ
れ
を
ど
ん
な
風

に
迎
え
る
か
。

四　

霊
の
知
ら
せ　

祖
霊
が
子
孫
を
守
護
し
て
く
れ
る
信
仰
が
あ
る
か
。
禍
な
ど
に
対
し
て
警
告
す
る
こ
と
が
あ
る
か
。

五　

再
生　

祖
霊
が
再
び
こ
の
世
へ
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
る
か
。

三　

結
婚
道
徳

一�　

通
婚
範
囲　

同
一
血
族
間
或
は
異
（
血
）
族
間
の
結
婚
に
禁
則
禁
忌
等
が
あ
る
か
。
他
村
人
或
は
異
人
種
と
の
結
婚
は
如
何
。

二　

代
償　

結
婚
す
る
の
に
代
償
は
必
要
か
。
何
を
何
処
へ
払
う
か
。

三�　

夫
・
婦
の
数　

一
夫
一
婦
・
一
夫
多
妻
・
一
婦
多
夫
い
づ
れ
を
標
準
と
す
る
か
。
群
と
群
と
の
結
婚
が
あ
る
か
。
之
等
の
う

ち
異
例
の
場
合
は
如
何
な
る
観
念
に
よ
る
も
の
か
。

四　

結
婚
前
の
禁
忌　

結
婚
の
前
後
に
特
に
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
禁
忌
、
事
柄
が
あ
る
か
。

五　

私
生
児　

私
生
児
も
家
族
内
或
い
は
村
内
に
於
け
る
地
位
待
遇
。

六　

離
婚　

離
婚
の
主
な
る
原
因
、
離
婚
時
の
処
置
作
法
。
離
婚
者
は
再
婚
し
得
る
か
。

「
異
境
人
に
対
す
る
款
（
歓
）
待
」、「
祖
先
に
対
す
る
考
へ
方
」、「
結
婚
道
徳
」
の
三
つ
は
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
こ
の
中
で
異

境
人
の
問
題
は
、
国
内
向
け
の
課
題
に
は
な
か
っ
た
項
目
で
あ
る
が
、
自
国
外
の
土
地
を
戦
場
と
す
る
と
き
、
最
初
に
ぶ
つ
か
る
問
題

で
あ
る
。
同
じ
文
脈
で
考
え
れ
ば
、
祖
先
意
識
は
民
族
統
合
に
関
す
る
核
心
的
な
問
題
で
あ
り
、
結
婚
は
植
民
地
・
占
領
地
化
後
の
現

実
問
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
意
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
研
究
課
題
」
は
当
時
の
政
治

的
状
況
に
お
い
て
、
決
し
て
学
問
上
の
意
味
に
止
ま
ら
ず
、
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
趣
旨
と
呼
応
し
て
「
大
東
亜
圏
内
の
諸
民
族
」
の

「
協
同
団
結
」
に
寄
与
す
る
た
め
の
、
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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「
国
際
共
同
研
究
課
題
」
の
提
出
に
従
い
、
一
九
四
三
年
時
点
の
「
内
地
以
外
に
於
け
る
民
俗
学
大
会
」
に
代
わ
っ
て
「
国
際
大
会
」

と
い
う
呼
称
が
定
着
し
た
。
こ
れ
ら
国
外
で
の
大
会
に
、
内
地
で
の
地
方
大
会
、
そ
し
て
共
同
研
究
課
題
と
い
う
二
つ
の
項
目
に
相
当

す
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
開
催
候
補
地
の
有
力
研
究
者
も
同
時
に
記
念
論
文
集
の
執
筆
予
定
者
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
内
地
以
外
の
地
域
は
形
式
上
、
記
念
会
事
業
四
項
目
の
う
ち
の
一
項
目
に
し
か
現
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
実
際
、
一
九
四

四
年
に
入
っ
て
か
ら
構
造
的
に
は
隠
然
と
内
地
と
並
列
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
重
み
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

２　

北
京
大
会
の
準
備
と
挫
折

周
知
の
よ
う
に
、
古
稀
記
念
会
に
計
画
さ
れ
た
国
外
で
の
民
俗
大
会
は
結
果
的
に
実
行
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
戦
争
末
期
と
い
う

時
期
の
影
響
以
外
、
そ
の
理
由
を
め
ぐ
っ
て
①
そ
も
そ
も
柳
田
を
中
心
と
し
た
日
本
民
俗
学
に
は
実
践
の
意
欲
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
、

②
東
ア
ジ
ア
範
囲
の
比
較
の
た
め
の
理
論
が
未
完
成
で
あ
っ
た
、
③
理
論
的
に
試
み
も
見
ら
れ
た
が
開
催
地
に
浸
透
で
き
な
か
っ
た
な

ど
、
種
々
の
理
解
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
大
会
組
織
と
い
う
実
践
の
側
面
と
、
理
論
構
築
と
い
う
方
法
の
側
面
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
事

実
を
辿
り
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。

全
体
の
計
画
案
が
公
表
さ
れ
た
後
の
一
九
四
三
年
十
月
、
橋
浦
泰
雄
は
『
民
間
伝
承
』
九

−

五
号
の
編
輯
後
記
で
「
柳
田
先
生
記
念

会
の
計
画
が
一
度
伝
わ
る
や
各
地
の
同
志
か
ら
続
々
と
激
励
の
報
が
齎
さ
れ
台
湾
・
北
京
と
も
に
既
に
連
絡
が
取
れ
ま
し
た
。
中
央
で

も
緊
張
し
切
つ
て
い
ま
す
」
と
進
展
が
報
告
さ
れ
た
。

国
外
大
会
の
開
催
予
定
地
と
し
て
五
ヶ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、『
民
間
伝
承
』
の
誌
面
で
進
展
状
況
が
報
告
さ
れ
た
の
は
台
湾

と
北
京
の
二
ヶ
所
だ
け
で
あ
り
、
な
か
で
も
北
京
大
会
は
直
江
の
積
極
的
な
活
動
と
北
京
の
有
力
組
織
の
支
持
に
よ
っ
て
最
も
着
実
に

準
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
関
連
す
る
情
報
が
頻
繁
に
『
民
間
伝
承
』
に
登
場
し
、
北
京
大
会
は
国
外
大
会
の
代
表
的
な
存
在
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
た
。


